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戦
後
日
本
の 

障
害
児
者
施
策
の
変
遷
と
こ
れ
か
ら
… 

旭
出
生
産
福
祉
園
園
長 

浅 

井 
 

浩 
 

戦
後
日
本
の
、
障
害
児
者
に
関
す
る
施
策
の
流
れ
を
大
雑
把
に

見
れ
ば
、
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

一
つ
目
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
20
）
～
一
九
七
〇
（
昭
和
45
）

年
頃
で
す
。
こ
の
年
代
は
戦
後
復
興
と
国
民
生
活
の
保
障
政
策

と
し
て
の
法
制
度
が
整
備
さ
れ
、
障
害
児
者
の
教
育
や
福
祉
な

ど
の
施
策
の
基
盤
と
な
る
法
制
度
も
整
備
さ
れ
ま
す
。 

ま
ず
昭
和
21
年
に
、「
国
民
の
生
存
権
と
国
の
保
障
義
務
」「
教

育
を
受
け
る
権
利
と
受
け
さ
せ
る
義
務
」
」
を
定
め
た
新
し
い

日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
昭
和
22
年
に
障
害
児
の
教
育
も
義
務

教
育
と
す
る
教
育
法
制
度
注
１

と
、
児
童
一
般
の
福
祉
と
戦
災
孤

児
や
浮
浪
児
ら
の
要
保
護
児
童
や
心
身
障
害
児
の
対
策
を
講
じ

る
児
童
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
ま
す
。
国
連
で
は
昭
和
23
年
に

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
24
年
に

身
体
障
害
者
福
祉
法
、
昭
和
25
年
に
精
神
衛
生
法
注
２

、
昭
和
26
年

に
社
会
福
祉
の
全
分
野
に
か
か
わ
る
社
会
福
祉
事
業
法
（
現
：
社

会
福
祉
法
）
注
３

の
制
定
と
続
き
ま
す
。 

そ
の
後
、
昭
和
35
年
に
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
（
現
：
知
的
障
害

者
福
祉
法
）
と
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
（
現
：
障
害
者
雇
用
促

進
法
）
が
制
定
さ
れ
ま
す
。
昭
和
45
年
に
は
心
身
障
害
者
対
策

基
本
法
（
現
：
障
害
者
基
本
法
）
が
制
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
心
身

障
害
者
対
策
基
本
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
障
害
児
者
に

関
す
る
総
合
的
施
策
の
基
盤
が
整
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

注
１ 

知
的
障
害
・
肢
体
不
自
由
・
病
弱
を
対
象
と
す
る
養
護
学
校
が
実
際
に
設
置

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
昭
和
31
年
に
公
立
養
護
学
校
整
備
特
別
措
置
法（
平

成
18
年
に
廃
止
）
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
以
降
の
こ
と
で
、
養
護
学
校
の
義
務
制

が
実
施
さ
れ
る
の
は
昭
和
54
年
か
ら
で
す
。 

注
２ 

精
神
衛
生
法
は
、
昭
和
62
年
に
「
精
神
保
健
法
」
に
、
平
成
７
年
に
「
精
神

保
健
福
祉
法
」（
略
称
）
に
改
正
・
改
称
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

注
３ 

社
会
福
祉
事
業
法
は
、
平
成
12
年
に
「
社
会
福
祉
法
」
に
改
正
・
改
称
さ
れ

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

二
つ
目
は
、
一
九
七
〇
（
昭
和
４５
）
～
一
九
九
〇
（
平
成
２
）

年
頃
で
す
。
こ
の
年
代
は
行
政
主
導
の
施
設
中
心
の
施
策
に
よ
り

施
設
の
数
が
急
増
し
、
大
規
模
施
設
（
コ
ロ
ニ
ー
）
も
開
設
さ
れ

ま
す
。
そ
の
一
方
に
お
い
て
、
障
害
者
の
自
立
生
活
や
社
会
参
加

の
喚
起
と
、
福
祉
専
門
職
の
養
成
に
向
け
た
施
策
が
推
進
さ
れ
、

障
害
（
者
）
観
も
変
化
し
ま
す
。 

こ
の
年
代
に
は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
念
の
広
が
り
と
、

国
連
が
採
択
し
た
一
九
七
一
年
の
「
知
的
障
害
者
の
権
利
宣
言
」、

一
九
七
五
年
の
「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」、
一
九
八
一
（
昭
和
５６
）

年
の
「
完
全
参
加
と
平
等
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
「
国
際
障
害
者

年
」
が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
国
連
は
、
国
際
障
害
者
年
を

契
機
に
、
翌
年
の
総
会
で
「
障
害
者
に
関
す
る
世
界
行
動
計
画
」
を

採
択
し
、
そ
の
行
動
計
画
の
実
施
に
つ
い
て
一
九
八
三
～
九
二
年

ま
で
を
「
国
連
・
障
害
者
の
十
年
」
と
宣
言
し
、
各
国
に
計
画
的

な
取
り
組
み
と
そ
の
推
進
を
求
め
ま
し
た
。 

ま
た
国
際
障
害
者
年
の
前
年
に
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

が
発
表
し
た
「
国
際
障
害
分
類
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｈ
）」
の
考
え
方
は
、

障
害
（
者
）
観
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ

の
改
訂
版
「
国
際
生
活
機
能
分
類(

Ｉ
Ｃ
Ｆ)

」
が
二
〇
〇
一
年
に

採
択
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
「
障
害
」
は
単
に
個
人
の
心
身
上
の

問
題
で
は
な
く
、
生
活
す
る
社
会
環
境
と
の
関
連
で
考
え
る
べ
き

問
題
で
も
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
も
の
と
し
て
そ
の
活
用
が

期
待
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

三
つ
目
は
、
一
九
九
〇
（
平
成
２
）
～
二
〇
〇
五
（
平
成
１７
）

年
頃
で
す
。
こ
の
年
代
は
、
戦
後
か
ら
の
福
祉
関
係
法
制
度
の
見

直
し
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
施
設
」
か
ら
「
地
域
」
へ
の
移
行
が

促
さ
れ
、「
脱
施
設
」
の
施
策
と
と
も
に
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
注
４

と

い
う
こ
と
ば
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
多
様
化
す

る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
地
域
福
祉
推
進
に
向
け
た
区
市
町
村

の
役
割
が
重
視
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改

革
の
主
旨
と
な
り
、
そ
の
具
現
化
が
、
平
成
１５
年
の
行
政
主
導

の
「
措
置
」
に
よ
る
障
害
者
施
策
か
ら
利
用
者
本
位
の
「
契
約
」

に
よ
る
仕
組
み
の
「
支
援
費
制
度
」
へ
の
転
換
で
す
。 

こ
の
制
度
転
換
は
、
社
会
福
祉
法
人
以
外
の
多
様
な
事
業
主
の

福
祉
事
業
へ
の
参
入
を
促
進
さ
せ
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
へ
と

連
な
り
ま
す
。
し
か
し
支
援
費
制
度
は
制
度
維
持
の
財
源
確
保
や
制

度
の
対
象
と
な
る
障
害
の
範
囲
等
の
不
備
の
問
題
な
ど
か
ら
障
害

者
自
立
支
援
法
に
よ
る
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

な
お
こ
の
年
代
の
一
九
九
四
年
以
降
に
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」

と
い
う
、ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
並
ぶ
新
た
な
理
念
が
広
ま

り
ま
す
。教
育
の
分
野
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
具
現
化

で
あ
る
障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
共
に
学
ぶ
仕
組
み
の
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、教
育
政
策
の
課
題
と
な
っ

て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

注
４ 

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
こ
と
ば
が
法
文
上
に
登
場
す
る
の
は
平
成
２

年

に
社
会
福
祉
事
業
法
が
社
会
福
祉
法
に
改
正
・
改
称
さ
れ
た
時
か
ら
で
す
。 

四
つ
目
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
１７
）
年
以
降
の
現
在
に
至
る
ま
で

で
す
。
目
下
、
障
害
種
別
を
超
え
た
制
度
の
構
築
と
障
害
の
あ
る

人
と
な
い
人
の
「
共
生
社
会
」
の
実
現
や
制
度
の
谷
間
の
解
消
に

向
け
た
政
策
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
に
は

「
障
害
者
権
利
条
約
」
の
締
結
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
な
お
日
本

に
お
け
る
同
条
約
の
発
効
は
平
成
26
年
2
月
19
日
か
ら
で
す
。 

平
成
１７
年
に
発
達
障
害
者
支
援
法
、
平
成
１８
年
に
障
害
者
自

立
支
援
法
が
そ
れ
ぞ
れ
施
行
さ
れ
、
平
成
１９
年
に
特
別
支
援
教
育

の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
２３
年
に
障
害
者
基

本
法
の
改
正
、
平
成
２４
年
に
障
害
者
虐
待
防
止
法
の
施
行
、
平
成

２５
年
に
障
害
者
自
立
支
援
法
に
代
わ
る
障
害
者
総
合
支
援
法
の

施
行
と
続
き
、
平
成
２８
年
4
月
に
は
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施

行
、
５
月
に
は
障
害
者
総
合
支
援
法
の
改
正
法
案
が
成
立
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
と
障
害
者
権
利
条
約
と
の
整
合
性
が
重
要
な

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。 

め
ま
ぐ
る
し
い
ほ
ど
に
法
制
度
の
改
変
や
制
定
が
行
わ
れ
て
き

た
な
か
で
、
現
状
は
、
理
念
先
行
で
、
諸
施
策
の
整
合
性
の
問
題

と
と
も
に
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
な
い
ま
ま
に
、
不
本
意
な

が
ら
も
そ
れ
に
甘
ん
じ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま

す
。そ
れ
は
障
害
児
者
の
一
生
に
配
慮
し
た
支
援
施
策
が
未
整
備
、

未
確
立
だ
か
ら
で
あ
り
、
障
害
者
福
祉
と
社
会
保
障
の
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。 

今
後
、
文
化
国
家
と
し
て
の
日
本
が
目
指
す
方
向
は
、
単
に
突
き

進
む
と
い
う
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ま
で
の

障
害
児
者
に
関
す
る
諸
々
を
振
り
返
り
、
改
め
て
そ
の
実
態
や
問
題

点
を
直
視
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
今
後
の
確
か
な
施
策
（
合
理
的
配
慮
）

に
向
け
て
き
わ
め
て
大
切
な
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。 
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６
～
７
月
に
掛
け
て
１
泊
２
日
と
日
帰
り

に
分
か
れ
て
、
毎
年
恒
例
の
旅
行
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

１
泊
２
日
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
と
海

ほ
た
る
。
日
帰
り
は
羽
田
空
港(

国
際
線
タ
ー

ミ
ナ
ル)

と
東
京
タ
ワ
ー
へ
行
き
ま
し
た
。 

 

梅
雨
の
時
期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
見
学

地
で
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
も
無
く
、
楽
し
く

観
光
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

年
に
一
度
の
仲
間
と
の
旅
行
で 

新
し
い
思
い
出
が
出
来
ま
し
た
。 
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納
涼
会 

                          

                              

                              学芸大学附属国際中等学校 

 
管弦学部のみなさまです！ 

 

すばらしい演奏をありがとうございました 
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研
修
に
参
加
し
て 

研
修
内
容 

障
害
者
権
利
条
約
批
准
後
の
支
援
を
考
え
る 

～
意
思
決
定
・
障
害
者
差
別
解
消
法
を
中
心
に
～ 

講
師
・
東
洋
大
学 

社
会
学
部 

社
会
福
祉
学
科 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
授 

高

山

直

樹 

氏 

主
催
・
社
会
福
祉
法
人
練
馬
区
社
会
福
祉
協
議
会 

練
馬
区
障
害
福
祉
人
材
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー 

 

障
害
者
権
利
条
約
が
批
准
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

い
障
害
者
基
本
法
が
一
部
改
正
（
平
成
23
年
8

月
5
日
施
行
）
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で

学
ん
だ
改
正
さ
れ
た
中
の
一
部
分
を
簡
潔
に
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。
私
感
と
と
も
に
解
釈
の
相

違
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
利
用
者
と
の

か
か
わ
り
と
い
う
最
も
基
本
的
な
こ
と
の
中
で
、

法
律
を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
の
重
要

性
を
感
じ
た
の
で
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。 

障
害
者
基
本
法 

第
二
十
三
条 

 

 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
障
害
者
の
意
思

決
定
の
支
援
に
配
慮
し
つ
つ
、
障
害
者
及
び
そ

の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
す
る
相
談
業
務
、

成
年
後
見
制
度
そ
の
他
の
障
害
者
の
権
利
利
益

の
保
護
等
の
た
め
の
施
策
又
は
制
度
が
、
適
切

に
行
わ
れ
又
は
広
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

意
思
決
定
支
援 

私
た
ち
は
一
日
の
中
で
ど
の
く
ら
い
意
思
決

定
を
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
る
、
今
日
の
服
や
靴
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
選
ぶ
、
買
い
物
を
す
る

お
店
や
商
品
を
選
ぶ
、
視
聴
す
る
テ
レ
ビ
番
組

を
決
め
る
な
ど
、
何
処
で
何
を
す
る
の
か
と
い

っ
た
多
く
の
こ
と
に
つ
い
て
自
分
の
意
志
で
決

め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
意
思
を
決
め
る
と
き

に
、
前
後
の
自
分
の
行
動
を
視
野
に
入
れ
、
自

分
の
体
調
や
気
持
ち
な
ど
様
々
な
こ
と
を
考
え

た
う
え
で
、
決
定
し
実
現
に
向
け
て
行
動
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
自
分
の
人
生
を
主
体
的
に
生

き
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人

に
認
め
ら
れ
た
権
利
で
す
。 

日
本
国
憲
法
第
十
三
条
に
は
「
す
べ
て
国
民

は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由

及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い

て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
立
法

そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要

と
す
る
」
と
あ
り
、
国
民
は
全
て
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
、
人
は
様
々
な

意
思
決
定
を
し
な
が
ら
人
生
を
自
律
的
に
生
き

る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
で
す
か
ら
利
用
者
に
対
し
そ
の
家
族
や
職

員
は
、
ご
本
人
が
意
思
決
定
で
き
る
よ
う
に
、

そ
し
て
そ
れ
を
尊
重
す
る
支
援
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
方
で
も
意
思
決
定
が
で

き
る
。
周
囲
の
配
慮
に
よ
り
そ
の
能
力
を
開
発

で
き
る
。
更
に
は
意
思
決
定
を
す
る
力
は
使
う

ほ
ど
に
成
長
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
障
害
者
基
本
法
第
二
十
三
条
の
基
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

選
択
肢
が
あ
る
こ
と
や
、
前
後
関
係
や
体
調

な
ど
の
説
明
の
う
え
意
思
決
定
し
や
す
い
よ
う

な
選
択
肢
を
示
す
こ
と
と
言
い
や
す
い
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
す
。
日
頃
、
利
用
者
と
の
か
か

わ
り
の
中
で
、
何
を
掴
む
の
か
、
意
思
決
定
支

援
の
際
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
す
る
の
か
と
、

常
に
相
手
の
こ
と
を
考
え
、
利
用
者
の
希
望
に

沿
う
選
択
肢
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
利
用
者
が
決
定
に
悩
む
ほ

ど
い
い
選
択
肢
が
揃
う
と
、
よ
り
意
思
決
定
力

が
高
ま
る
経
験
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。 

こ
の
支
援
の
留
意
点
と
し
て
、
利
用
者
の
利

益
を
思
う
ば
か
り
に
、
良
い
も
の
と
悪
い
も
の

の
二
択
に
よ
っ
て
選
択
を
迫
る
こ
と
が
多
い
と
、

支
援
者
に
よ
る
意
思
決
定
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
家
族
や
支
援
者
は
、

ご
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
た
め
に
先
回
り
の

支
援
や
意
思
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
パ
タ
ー
ナ
リ

ズ
ム
（
本
人
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
本
人
の
た

め
を
思
い
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
）
に
な
ら
な

い
よ
う
に
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。
と
は
い

え
、
急
に
こ
の
よ
う
な
支
援
を
始
め
て
も
す
ぐ

に
出
来
る
よ
う
に
な
り
何
で
も
う
ま
く
い
く
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
お
互
い
の

「
成
長
」
に
期
待
し
、
こ
の
支
援
に
慣
れ
こ
の

能
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

障
が
い
者
は
「
保
護
の
客
体
」
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
「
そ
の
方
の
生
活
や
人
生
の
主
体
者
」

で
あ
り
、
そ
こ
を
心
に
留
め
支
援
す
る
と
い
う

こ
と
が
家
族
や
支
援
者
に
と
っ
て
必
要
な
意
識

改
革
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
研
修
で
学
び
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 北

嶋 
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10
月
４
日(

火)

東
京
都
主
催
の
『
大
相
撲beyond

2020
場
所
』
と
い
う
特
別
イ
ベ
ン
ト
に
抽
選
で
当
た
り
、

利
用
者
職
員
15
人
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
普
段
、
テ

レ
ビ
で
は
見
て
い
て
も
、
な
か
な
か
お
相
撲
を
間
近

で
観
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
行
く
前
か
ら
み

な
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
利
用
者
か
ら
は
、

「
今
後
Ｔ
Ｖ
で
観
る
の
が
よ
り
楽
し
み
に
な
っ
た
」

「
図
鑑
を
買
っ
た
の
で
見
て
い
る
」「
ま
た
次
回
も
行

き
た
い
」
等
と
楽
し
め
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま

し
た
。 

                 

 

練
馬
区
役
所
１
階
の
喫
茶
店
『
我
夢
舎
楽
』
に
て
、

10
月
い
っ
ぱ
い
利
用
者
３
名
の
絵
が
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。
区
内
の
福
祉
施
設
の
作
品
が
順
番
に
飾
ら
れ
、

今
月
は
旭
出
生
産
福
祉
園
で
す
。 

毎
日
た
く
さ
ん
の
方
が
利
用
さ
れ
る
場
所
に
飾
ら

れ
、
見
て
も
ら
え
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
。

区
役
所
に
行
っ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ

い
。 

       

  

 

12
月
の
「
障
害
者
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、
練
馬
区

立
美
術
館
で
「
障
害
者
ふ
れ
あ
い
作
品
展
」
が
、
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
回
も
福
祉
園
か
ら
は
、
2
名
の
方

が
出
展
し
ま
す
。
12
月
7
日(
水)
～
11
日(

日)

と

短
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
時
間
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
見
に
行
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。 

 

 

 

9
月
16
日
に
練
馬
区
役
所
で
、
障
害
者
自
立
支

援
施
設
自
主
生
産
品
販
売
会
が
あ
り
ま
し
た
。

区
内
の
福
祉
施
設
の
ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
・
パ

ン
等
の
美
味
し
そ
う
な
物
や
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

や
バ
ッ
ク
等
の
お
し
ゃ
れ
な
も
の
ま
で
た
く
さ

ん
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

販
売
に
同
行
し
た
方
は
、

他
施
設
に
就
職
し
た
旭
出

学
園
の
卒
業
生
に
会
え
て
、

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
お
話

し
て
い
ま
し
た
。 

 

 

10
月
22
日 

秋
祭
り 

(

調
布
福
祉
園)

 

11
月
19
日 

と
く
ま
る
DON2
祭 

(

徳
丸
福
祉
園 

委
託) 

11
月
20
日 

大
利
根
祭 

(

大
利
根
旭
出
福
祉
園) 

11
月
23
日 

勤
労
感
謝
祭 

12
月
3
日 

障
害
者
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

(

光
が
丘
区
民
セ
ン
タ
ー) 

12
月
15
・
16
日
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ア 

2
月
10
日 

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル
ね
り
ま 

(

練
馬
区
役
所) 

※
太
字
は
福
祉
園
で
行
い
ま
す
。 
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予防とかかった時にまんえんさせないために 

 

１．うがい、手をよく洗いましょう 

２．空気の乾燥に注意しましょう 

３．日頃から十分な睡眠とバランスの良い  

食事を摂り免疫力を高めましょう 

４．毎朝出掛ける前に検温をしましょう 

５．くしゃみや咳が出る時にはマスクを付けま

しょう 

６．予防接種は医師と相談のうえで 

後
援
会
ご
寄
付
ご
芳
名
一
覧
（
順
不
同
） 

 

平
成
二
十
八
年
四
月
～
平
成
二
十
八
年
九
月
末
ま
で 

 

伊
藤
由

貴
子 

様 
 

宮

本

禎

文 

様 
 

横

山

恵

子 

様 
 
 

宮
廣
千

代
蔵 

様 
 

伊

橋

栄

一 

様 
 

菅

井

秀

男 

様 
 
 

佐
々
木

周
平 
様 

 

南 
 
 

栄 

二 

様 
 

北

條

賢

次 

様 
 
 

鹿
島
田 

守 

様 
 

松

浦

光

子 

様 
 

加

藤

幸

八 

様 
 
 

鈴

本

邦

子 

様 
 

今

泉

孝

之 

様 
 

今

泉

英

香 

様 
 
 

匿 

名 
 

 

様 
 

保

坂

善

則 

様 
 

星 
 

武 
 

様 
 
 

加

藤

陸

美 

様 
 

加

藤

文

子 

様 
 

仙

波

寛

之 

様 
 
 

三

好

和

也 

様 
 

高
橋
美

紀
子 

様 
 

時

田

昌

幸 

様 
 
 

橋

本

福

男 

様 
 

松

本

義

雄 
様 

 

辛

島

真

理 

様 
 
 

柳

原

広

義 

様 
 

田 
 

溶 

吉 

様 
 

大
塚
美

津
子 

様 
 
 

今

井

晃

一 

様 
 

二 

木 

肇 
 
 

様 
 
對

田

真

澄 

様 
 
 

神 

谷 

悟 
 
 

様 
 

前

田

直

子 

様 
 

前

田

瑛

子 

様 
 
 

萩 

原 

明 
 
 

様 
 

宮

嵜

政

平 

様 
 

桑

原

倶

英 

様 
 
 

浅

井

房

枝 

様 
 

立

山

一

朗 

様 
 

千

賀

達

生 

様 
 
 

菅

谷

酉

男 

様 
 

菅

谷

伝

夫 

様 
 

星

野

豊

雄 
様 

 
 

下

山

久

江 

様 
 

水
澤
寿

々
子 

様 
 

氏

家

佳

子 

様 
 
 

戸

塚

淳

逸 

様 
 

戸

塚

充

子 

様 
 

宇
津
木 

登 
 

様 
 
 

町

井

松

代 

様 
 

成
東
イ
ン
キ
製
造
㈱ 

様 

㈱
栄
和
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

清
原
日
出
夫 

様 

共
栄
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
㈱ 

様 
 
 

『
み
な
さ
ま
か
ら
の 

ご
支
援
ご
協
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
』 

 

大泉旭出学園の事業につきましてはご高配を賜り感謝、お礼申し上げ

ます。 特色ある独自性を発揮した事業展開とその充実を図っていくた

めには経営基盤を固めていく必要があります。さらに多くの方々に後援

会の会員になっていただきたく、会員の方々にはお知り合いなどにご紹

介いただけたら幸いに存じます。 

より一層のご支援をよろしくお願い申し上げます。  

 

インフルエンザ対策 
編集後記 

9 月 はほ とんど晴

れがなく、天候の影響

もあり野菜が高騰。医

者 に は 野 菜 を 食 べ る

よ う に 言 わ れ る の に

な か な か 実 行 で き か

ねます。などと理由を

付け、やってきました

食欲の秋！  

広報に記載されておりました、  

寄付を頂いた方のお名前の一覧は、 

ホームページに掲載するにあたり  

伏せさせて頂きました。  

ご了承ください。  


